
　町の観光や物産のＰＲ・イベント等で石井町を広くア
ピールするためのイメージキャラクターのデザインを募
集したところ、町内はじめ県内各地から１６２作品のご
応募をいただきました。選考委員会による厳正な審査の
結果、入賞者は上記の方々に決定しました。
　グランプリを受賞した荻野さんのデザインをもとに、
石井町イメージキャラクターのデザインが決定しました。
ふじの花のような髪の毛と、どこにでも飛んでいける羽
が特徴のふじの妖

ようせい
精です。

　「これから、いろいろなところで活躍していきますの
で、どうぞよろしくお願いします。」

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　　　　　　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

総　数　26,631 人・男　12,672 人・女　13,959人・世帯数 9,720 世帯　平成 23 年 3 月1日現在

石井町の広報

町民のうごき

議会だより
事務事業仕分け結果報告
町長コラム
お知らせ
民生・児童委員名簿
健康メモ
いしいスナップ
ふれあい広場
地域包括支援センター

……………………………2P 〜 3P
……………………3P

……………………………………3P
………………………………4P 〜 8P

………………………8P
………………………………………9P

……………………10P 〜 11P
………………………12P 〜 13P

……………………14P

◇グランプリ
荻野　さゆり さん（阿南市）
◇準グランプリ
民　真由美 さん（石井町）
◇入　選
大西　真央 さん（石井町）
小原　祥子 さん（石井町）
三木　由佳里 さん（徳島市）

主　な　内　容

表　彰　式
（２月２８日・石井町役場）
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平
成
22
年
第
４
回
定
例
町

議
会
（
12
月
議
会
）
の
町
政
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

■
石
井
町
藤
の
里
い
き
が
い
農
園

　

町
内
の
遊
休
農
地
約
３
０
０
坪

（
約
１
，
０
０
０
㎡
）
を
18
区
画

に
分
割
し
、
１
区
画
当
た
り
48
㎡
、

年
間
使
用
料
金
３
千
円
で
、
農
園

の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
に
貸
し

出
し
し
、
再
生
利
用
し
ま
す
。

　

農
園
利
用
者
が
手
軽
に
農
作
業

を
体
験
し
、
自
然
の
恵
み
と
収
穫

の
喜
び
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
農

耕
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
農
地
の
利
用
促
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

■
公
園
整
備
事
業

　
「
前
山
公
園
遊
具
整
備
工
事
」

で
は
、
前
山
総
合
公
園
内
に
設
置

さ
れ
た
子
ど
も
用
遊
具
に
つ
い

て
、
老
朽
化
し
た
遊
具
を
全
て
撤

去
し
、
色
々
な
遊
具
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊

具
」
を
新
た
に
設
置
す
る
公
園
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
の
「
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
を
活
用

し
、
工
事
の
完
成
は
３
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
飯
尾
川
公
園
整
備
事

業
」
で
は
、
公
園
遊
歩
道
の
藤
棚

工
事
、
い
し
い
ド
ー
ム
の
飛
び
込

み
台
や
プ
ー
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
な
ど
施
設
整
備
に
関
す
る

工
事
が
、
平
成
22
年
11
月
末
に
全

て
完
成
し
ま
し
た
。 

■
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
施
策

　

現
在
、
石
井
町
で
は
町
内
の
新

聞
や
牛
乳
な
ど
、
配
達
に
携
わ
る

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
「
高
齢
者

の
見
守
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
多
方
面
か
ら
の
見

守
り
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

「
石
井
町
高
齢
者
虐
待
防
止
対
応

支
援
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、
石

井
東
部
･
西
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
･

団
体
や
民
生
･
児
童
委
員
の
方
々

と
協
力
し
、
高
齢
者
を
多
方
面
か

ら
見
守
る「
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等

接
種
費
用
の
助
成
事
業

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
小
学
校
６

年
生
～
高
校
１
年
生
の
女
子
を
対

象
）、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺

炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
生
後
２

カ
月
～
４
歳
の
乳
幼
児
を
対
象
）

の
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

接
種
費
用
の
助
成
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

あ
く
ま
で
任
意
接
種
で
す
が
、
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
費

用
助
成
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
学
校
教
育
に
関
す
る
事
業

　
「
高
浦
中
学
校
屋
内
運
動
場
新

築
工
事
」
は
、
平
成
22
年
11
月
に

建
築
確
認
申
請
の
許
可
が
下
り
、

建
物
基
礎
部
分
の
地
盤
改
良
、
堀

方
、
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等

を
経
て
、
基
礎
部
分
の
配
筋
・
組

み
立
て
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

型
枠
の
設
置
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
を
行
い
、
工
場
製
作
中
で
あ

る
鉄
骨
の
建
方
へ
進
ん
で
い
き
ま

す
。

　
「
石
井
小
学
校
耐
震
改
修
及
び

大
規
模
改
造
工
事
」
は
、「
校
舎

棟
工
区
」
に
つ
い
て
は
校
舎
の
内

･
外
装
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
設
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
据

え
付
け
、
配
線
工
事
、
試
運
転
等

を
終
え
た
後
、
年
明
け
か
ら
発
電

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
体
育
館
工
区
」
に
つ
い
て
は
、

内
部
の
床
ウ
レ
タ
ン
塗
装
を
残
す

の
み
で
、
外
部
に
つ
い
て
も
吹
き

付
け
塗
装
が
終
わ
り
、
側
溝
等
外

周
り
の
付
帯
工
事
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
・
減
量
化
へ

の
取
り
組
み

　
「
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
」
の
固
形

燃
料
化
に
向
け
た
一
層
の
取
り
組

み
強
化
を
図
る
た
め
、
１
月
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
８
種
類
の
分
別
収
集

袋
に
新
し
く
「
ワ
レ
モ
ノ
陶
磁
器

専
用
」
の
袋
を
追
加
し
、
回
収
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、従
来
の「
燃

や
せ
な
い
ゴ
ミ
」
の
内
、
固
形
燃

料
等
に
再
資
源
化
が
可
能
な
ゴ
ミ

と
、
陶
磁
器
な
ど
の
再
資
源
化
の

難
し
い
ゴ
ミ
に
分
別
で
き
、
燃
料

化
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
と
な
る
分

別
作
業
時
間
の
大
幅
な
短
縮
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
か
ら
新
た
に
「
蛍

光
管
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
始
め

ま
す
。
回
収
し
た
蛍
光
管
類
は
、

直
接
、
蛍
光
管
類
の
再
生
処
理
を

専
門
と
す
る
県
内
業
者
に
持
ち
込

み
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
、
蛍
光
管
類
に
含
ま
れ
る
ご
く

微
量
の
水
銀
な
ど
の
有
害
物
質
は

完
全
に
除
去
さ
れ
、
新
し
く
蛍
光

灯
や
そ
の
他
の
ガ
ラ
ス
製
品
等
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

■
第
四
次
石
井
町
総
合
発
展
計
画

基
本
構
想

　

第
四
次
総
合
発
展
計
画
基
本
構

想
は
、
昨
年
度
に
町
民
の
皆
さ
ま

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
基
に
、
石
井
町

町
政
の
概
要

総
合
発
展
計
画
策
定
審
議
会
で
審

議
さ
れ
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
平

成
33
年
３
月
ま
で
の
10
年
間
を
計

画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。「
太
陽

と
緑
の
環
境
都
市　

い
し
い
」
を

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
そ
の
実

現
に
向
け
、
人
、
地
域
、
町
、
明

日
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
定
住
自
立
圏
構
想

　
「
緑
の
分
権
改
革
」
推
進
プ
ラ

ン
の
一
環
と
し
て
、
特
色
あ
る
地

域
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
仕
組

み
を
創
り
上
げ
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
、
地
域
か
ら
人
材
や
資
金

が
流
失
す
る
中
央
集
権
型
の
社
会

構
造
を
見
直
し
、
地
域
が
自
立
し

て
、
地
域
の
自
給
力
等
を
高
め
る

地
域
主
権
型
社
会
の
構
築
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成

22
年
９
月
21
日
に
は
、
徳
島
市
が

「
中
心
市
宣
言
」
を
行
い
、「
生
活

機
能
の
強
化
」「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」「
圏
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
」
の
３
つ

の
視
点
か
ら
、
東
部
圏
域
12
市
町

村
に
よ
る
各
担
当
部
会
に
て
、
連

携
事
項
の
研
究
・
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
定
住
自
立
圏
構
想
に
は
、

中
心
市
と
の
協
定
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
協
定
の
際
に
は
議
会
の

承
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
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親
が
我
が
子
を
虐
待
す
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
件
が
頻
繁
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

へ
の
接
し
方
や
し
つ
け
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
親
は
多
い
よ
う
で
す
。

　

平
成
23
年
2
月
10
日
付
け
の
朝

日
新
聞
朝
刊
で
、
ア
メ
リ
カ
で
女

性
初
の
親
教
育
者
で
あ
る
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
ク
レ
ア
リ
ー
さ
ん
の
著
書

『
叩
か
ず
甘
や
か
さ
ず
子
育
て
す

る
方
法
』（
築
地
書
館
）
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
レ
ア
リ
ー
さ
ん
は
、ス
タ
ー
・

ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
親
学

習
の
方
法
論
を
提
案
し
、
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
で
支
持
を
得
て
い
ま

す
。
そ
の
著
書
で
は
、
問
題
解
決

の
た
め
の
４
段
階（「
立
ち
止
ま
っ

て
問
題
を
見
つ
め
な
お
す
」「
ア

イ
デ
ィ
ア
を
た
く
さ
ん
考
え
る
」

「
ア
イ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
活
用

す
る
」「
再
検
討
、
修
正
、
ほ
う

び
を
与
え
る
」）
と
具
体
的
な
方

法
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
核
家
族
化
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
社
会
情

勢
の
不
安
、
仕
事
と
の
両
立
な
ど
、

厳
し
い
と
さ
れ
る
現
代
の
子
育
て

環
境
に
お
い
て
は
地
域
ぐ
る
み
の

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
不
可
欠
。

石
井
町
は「
子
育
て
応
援
日
本
一
」

を
目
指
し
ま
す
。

町長コラム
親
も
子
も
一
緒
に
成
長
、

　
楽
し
い
子
育
て

石
井
町
長
　
河
野
俊
明

　町が実施している事業について、外部の視点により事務事業のあ
り方を検討するため、１月 29 日に中央公民館（いしい藤ホール）で、
事務事業仕分けを実施しました。
　９名の委員が、一事業につき約 40 分間の各事業担当者による概
要説明や質疑応答等を経て検討し、仕分けを行った結果、町改善が
９事業となりました。今後、石井町が実施する事務事業の運営、ま
た平成 23 年度当初予算編成の参考とします。
◎仕分け結果の詳細等は、石井町ホームページで公開しています。

No. 事務事業名 結果 内　　　　訳
不要 民間 町現状 町改善 協働（※注）

1 事務機器管理事業
（複写機の保守管理業務） 町改善 0 0 0 8 D

2 木造住宅耐震診断（改修）支援事業 町改善 0 0 0 8 C

3 高齢者住宅改造促進事業補助金 町改善 0 0 0 8 ＊＊

4 分別収集徹底住民啓発事業 町改善 0 0 3 5 B・C

5 こどもの遊び場管理費 町改善 0 0 1 7 B・C

6 合併処理浄化槽設置整備事業補助金 町改善 0 0 1 7 C

7 農業祭事業 町改善 0 1 0 7 B・C

8 公園管理費 町改善 0 0 2 6 B・C

9 中央公民館管理費 町改善 0 0 0 8 B・C

※注　協働の可能性について委員から提示のあったもの
　　　A：町民主導のもと町との恊働で実施すべきである　　B：町民と町が協力し合って実施すべきである
　　　C：町主導のもと町民との協働で実施すべきである　　D：町が責任を持って直営で実施すべきである

　文教厚生常任委員会は、平成 23 年１月 24 日から３日間の日程で
秋田県井川町と山形県最上町を幼保一体化施設や認定こども園の先進
地として視察研修を実施いたしました。今回の視察において、両園と
も幼稚園、保育園の区別に関係なく、同一年齢、同一教育を基本とし
て運営されていることに感銘いたしますと共に、地域との交流、世代
間の交流を行いながら、地域ぐるみで子どもを育てる体制づくりを進
める方針をお聞きし、大いに参考になる視察となりました。

文教厚生常任委員会委員長　後藤　忠雄

石 井 町 事 務 事 業 仕 分 け 結 果 報 告

石井町文教厚生常任委員会視察研修報告
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保
険
は
主
催
者
側
に
て
加
入
）

主
催　

い
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

後
援　
石
井
町
、
石
井
町
教
育
委
員
会

申
し
込
み
方
法　

３
月
22
日
（
火
）

ま
で
に
い
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
℡
６
７
４
・
３
０
８
１
）
へ

■
桜
ま
つ
り

　

県
立
農
業
大
学
校
の
桜
並
木
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
夜
桜
見

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　
３
月
18
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら

場
所　
役
場
２
階
第
１
会
議
室

　
　
　

（
１
候
補
２
名
以
内
）

◆
投
票
日　
４
月
24
日
（
日
）

◎
石
井
投
票
所
は
、
石
井
小
学
校

体
育
館
と
な
り
ま
す
。

◆
投
票
日　
４
月
10
日
（
日
）

◎
石
井
投
票
所
は
、
石
井
小
学
校

南
校
舎
と
な
り
ま
す
。

物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
28
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

４
月
５
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～
９
時

と
こ
ろ　

県
立
農
業
大
学
校
周
辺

■
藤
ま
つ
り

と　

き　

４
月
16
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　

５
月
２
日（
月
）

と
こ
ろ　

地
福
寺
と
そ
の
周
辺

︻
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
︼

４
月
22
日　

盆
栽
審
査
会

４
月
24
日　

写
真
撮
影
会

　
　
　
　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

５
月
２
日　

元
祖
祭

◎
都
合
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
石
井
町
商
工
会

℡
６
７
４
・
１
２
９
２

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
た

め
に
は
、
転
入
の
届
出
が
さ
れ
た

日
か
ら
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
か
つ

実
際
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
石
井
町
に
住
民
票
を
残
し
た
ま

ま
で
、
石
井
町
を
離
れ
大
学
や
専

門
学
校
等
に
修
学
の
た
め
、
寮
や

下
宿
な
ど
に
居
住
し
て
い
る
場
合

は
、
石
井
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
者
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
選
挙
の
際
に

投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
て
も

投
票
（
期
日
前
投
票
及
び
不
在
者

投
票
を
含
む
。）
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
は
、「
学
生
の
住
所
は
、

そ
の
下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
。」

と
い
う
最
高
裁
判
所
の
判
例
が
あ

る
た
め
で
す
。

○
選
挙
権
を
行
使
（
投
票
）
す
る

た
め
に
、
必
ず
居
住
地
の
市
区
町

村
に
住
民
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
転
入
届
を
し
た
日
か
ら
引
き
続

き
３
カ
月
以
上
居
住
す
る
と
、
新

住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
ま
す
。

※
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
住
民

課
内
）　
℡
６
７
４
・
１
１
１
４

み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
♪

日　

時　

３
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

集
合
場
所　

飯
尾
川
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
い
し
い
ド
ー
ム
横
）

コ
ー
ス　

約
６
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
ま

た
は
約
４
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス

参
加
者　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
費　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

い
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
で
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

様
々
な
健
康
教
室
や
講
座
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
太
極
拳
、
テ

ニ
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
な
ど

●
マ
ラ
ソ
ン
挑
戦
講
座
（
講
師
：

金
哲
彦
先
生
）
定
員
▽
100
名
／

申
込
締
切
▽
３
月
22
日

●
健
康
体
操
教
室
（
講
師
：
鶯
春

夫
先
生
）
定
員
▽
40
名
／
申
込
締

切
▽
４
月
29
日

◎
開
催
日
時
・
場
所
や
入
会
金
・

参
加
費
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
い
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

℡
６
７
４
・
３
０
８
１

応
募
資
格　
石
井
町
在
住
の
18
歳

以
上
の
方

募
集
人
数　
10
名
程
度

活
動
内
容　
広
報
事
業
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

モ
ニ
タ
ー
期
間

平
成
23
年
４
月
～
平
成
24
年
３
月

申
込
期
限　
３
月
31
日
（
木
）

応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
779-

3295
石
井
町
役
場
秘

書
企
画
室
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
係
ま

で
郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

※
秘
書
企
画
室

℡
６
７
４
・
１
８
０
２

募
集
期
間　
４
月
１
日
（
金
）
～

５
月
16
日
（
月
）《
消
印
有
効
》

対
象　
日
本
国
籍
を
持
つ
方
で
、

青
年
海
外
協
力
隊
▽
満
20
～
39
歳

の
方
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
▽
満
40
～
69
歳
の
方

体
験
談
＆
説
明
会
（
予
約
不
要
）

▽
４
月
２
日　
13
時
30
分
～
16
時

（
徳
島
県
立
21
世
紀
館
）

▽
４
月
13
日　
18
時
30
分
～
20
時

30
分（TO

PIA

県
国
際
交
流
協
会
）

※
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
四
国

℡
０
８
７
・
８
２
１
・
８
８
２
４

　

石
井
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
・

知
識
を
生
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
お

仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。

お知らせ
Information

催

し

石
井
町
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

募

集

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

桜
ま
つ
り
・
藤
ま
つ
り

石
井
町
長
選
挙
の
執
行
予
定
に
つ
い
て

徳
島
県
知
事
選
挙
・
徳
島
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
執
行
予
定
に
つ
い
て

第
１
回
い
し
い
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

い
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

平
成
23
年
度
会
員
募
集
中

学
生
の
選
挙
権
に
つ
い
て
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徳
島
東
部
地
域
子
育
て
支
援
推

進
協
議
会
は
、
徳
島
東
部
地
域
12

市
町
村
内
に
所
在
す
る
、
従
業
者

の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小

企
業
を
募
集
し
、
選
考
の
結
果
、

次
の
４
社
を
表
彰
し
ま
し
た
。

徳
島
バ
ナ
ナ
株
式
会
社

助
任
保
育
園
・
な
か
よ
し
保
育
園

　（
社
会
福
祉
法
人
助
任
福
祉
会
）

株
式
会
社
　
モ
ウ
ブ

株
式
会
社
　
北
島
建
設

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
（
使
用
者
）
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

４
月
１
日
に
所
有
し
て
い
れ
ば
、

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
譲
渡
を

し
て
も
、
そ
の
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

乗
れ
な
く
な
っ
た
原
動
機
付
自

転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
は
４
月
１

日
ま
で
に
、
廃
車
の
手
続
き
を
し

車　  　種 廃車申告先 必 要 な 物
軽 自 動 車 等〔 軽
二 輪 (126 ～
250cc) を含む〕

県軽自動車協会
℡ 641-2010 詳しくは左記へ

二輪の小型自動車
(251cc 以上 )

四国運輸局
徳島運輸支局
℡ 050-5540-2074

詳しくは左記へ

⃝原動機付自転車
　(125cc 以下 )
⃝小型特殊自動車

石井町役場
住民課
℡ 674-1114

本人の印鑑、ナン
バープレート
◎代理人へ依頼の
ときは両者の印鑑

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
棄
・
盗

難
・
譲
渡
な
ど
に
よ
り
す
で
に
所

有
し
て
い
な
い
場
合
も
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※
税
務
課
℡
６
７
４
・
１
１
１
５

　

地
域
社
会
に
密
着
し
た
臨
時
的

か
つ
短
期
間
の
仕
事
を
、
家
庭
・

事
業
所
・
官
公
庁
な
ど
か
ら
引
き

受
け
、
こ
れ
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
加
入
し
て
い
る
会
員
が
、

そ
の
希
望
や
能
力
に
応
じ
て
就
業

す
る
と
い
う
し
く
み
で
、
会
員
の

自
主
性
を
重
ん
じ
て
行
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
に
は
、
60
歳
以
上
・

町
内
在
住
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
な
ら
、
ど

な
た
で
も
会
員
登
録
で
き
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
６
７
４
・
７
８
４
０

　

石
井
町
で
は
、
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
事
業
の
対
象
年
齢
は
、
現

在
、
小
学
校
６
年
生
（
12
歳
に
到

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
23
年
４
月
診
療
分
か
ら
、
中

学
校
３
年
生
（
15
歳
に
到
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
ま

で
に
拡
大
し
ま
す
。

　

現
在
、
ピ
ン
ク
色
の
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
（
平
成
10
年
４
月

２
日
生
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生

を
除
く
）
に
は
、
有
効
期
間
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
末
に

ウ
グ
イ
ス
色
の
受
給
者
証
（
有
効

期
間
を
変
更
し
た
も
の
）
を
郵
送

し
ま
す
。
３
月
末
ま
で
は
現
在
の

ピ
ン
ク
色
の
受
給
者
証
を
使
用
し
、

４
月
か
ら
は
送
付
し
た
ウ
グ
イ
ス

色
の
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
対
象
年
齢
拡
大
に
よ
り
新
た
に

対
象
と
な
る
方
（
平
成
８
年
４
月

２
日
生
～
平
成
11
年
４
月
１
日

生
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
手
続
き

を
さ
れ
た
方
に
の
み
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
。
ま
だ
申
請
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
必
要
書

類
等
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
住

民
課
ま
で
早
急
に
申
請
手
続
き
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
住
民
課
℡
６
７
４
・
１
１
１
４

～
子
育
て
応
援
日
本
一
を
め
ざ
し
て
～

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
町
内
全

幼
稚
園
に
お
い
て
、
通
常
保
育
終

了
後
か
ら
午
後
６
時
ま
で
預
か
り

保
育
を
実
施
し
ま
す
。

☆
預
か
り
保
育
料
（
１
カ
月
）

　

通
常
保
育
終
了
後
か
ら
午
後
５

時
ま
で
無
料
／
午
後
５
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
２
千
円

◎
預
か
り
保
育
に
必
要
な
教
材
費

等
は
別
途
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
ま
で

石
井
幼
稚
園 

℡
６
７
４
・
１
７
９
９

浦
庄
幼
稚
園 

℡
６
７
４
・
４
０
４
２

高
原
幼
稚
園 

℡
６
７
４
・
４
２
１
９

高
川
原
幼
稚
園 

℡
６
７
４
・
３
４
４
２

藍
畑
幼
稚
園 

℡
６
７
４
・
４
６
７
９

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、「
育
児
の
応
援
を

依
頼
し
た
い
」、「
少
し
育
児
の
応

援
が
で
き
る
」
と
い
う
人
が
会
員

登
録
し
、
地
域
の
中
で
育
児
の
相

互
援
助
を
有
料
で
行
う
も
の
で
す
。

☆
依
頼
会
員
（
育
児
の
応
援
を
依

頼
し
た
い
人
）

　

０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
子
育
て
の
応
援
を
受

け
た
い
人
。

☆
提
供
会
員
（
育
児
を
応
援
で
き

る
人
）

　

子
育
て
の
応
援
が
し
た
い
、
で

き
る
人
。
資
格
・
経
験
・
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
３
時
間
程
度
の

講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
両
方
会
員
（
依
頼
・
提
供
の
両

方
を
行
い
た
い
人
）

☆
利
用
料
金
（
報
酬
）

　

月
～
金　

７
時
～
21
時

１
時
間
７
０
０
円

　

そ
れ
以
外　

１
時
間
８
０
０
円

▽
依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接

料
金
を
支
払
い
ま
す
。

※
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
℡
６
１
１
・
１
５
５
１

※
福
祉
生
活
課

℡
６
７
４
・
１
１
１
６

　

石
井
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
吉
岡
惠
美
子
さ
ん
が
平
成
23

年
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
よ

り
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
町
の
人
権
相
談
は
、
毎
月

第
２
木
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
高
川

原
福
祉
会
館
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
住
民
課
℡
６
７
４
・
１
１
１
４

平
成
22
年
度
子
育
て
支
援
優
良
企
業
表
彰

幼
稚
園
預
か
り
保
育
の
延
長

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車

な
ど
を
お
持
ち
の
方
へ

人
権
擁
護
委
員
に　
　
　

　
　
　

吉
岡
惠
美
子
さ
ん

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
！

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

の
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

暮

ら

し

子

育

て
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現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に

つ
い
て
は
、
有
効
期
限
が
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
更
新
分
よ
り
被
保
険
者
証
は
個

人
カ
ー
ド
に
な
り
被
保
険
者
一
人

に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
世
帯

員
全
員
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
あ

て
に
、
３
月
中
に
郵
送
に
よ
り
交

付
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
切
れ
た

被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、
役
場

住
民
課
に
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
裏
面
に
は
臓
器
提
供
意

思
表
示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
２
月
28
日
ま
で
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄
附
件
数　
０
件

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
付
け
は

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
町
外
に
お

住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
友
人
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
石
井
町
Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.tow

n.ishii.lg.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
総
務
課
℡
６
７
４
・
１
１
１
１

※
住
民
課
℡
６
７
４
・
１
１
１
４

新しいゴミ袋
【見本】

新しい被保険者証【見本】

　

現
在
ご
利
用
の
町
指
定
ゴ
ミ
袋

の
形
状
が
す
べ
て
、
取
っ
手
付
き

レ
ジ
袋
型
へ
変
更
と
な
り
、
持
ち

運
び
が
便
利
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ

袋
の
材
質
・
値
段
・
容
量
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
ゴ
ミ
袋
の
販
売
開
始
は

４
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
使
用
し
て
い
る
ゴ
ミ
袋
の
在

庫
が
な
く
な
り
次
第
、
順
次
変
更

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
ご
使

用
の
長
方
形
型
の
ゴ
ミ
袋
も
従
来

ど
お
り
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
見
た
目
（
外
観
）
は
小
さ
く
見

え
ま
す
が
、
マ
チ
幅
も
あ
り
容
量

等
す
べ
て
従
来
の
ゴ
ミ
袋
と
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー　

℡
６
７
４
・
６
８
４
２

～
上
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
～

１
．
あ
な
た
の
家
の
井
戸
水
は
、

安
全
で
す
か
？
（
水
質
検
査
を
受

け
て
い
ま
す
か
。）

　

お
使
い
の
井
戸
水
の
水
質
は
大

丈
夫
で
す
か
？
井
戸
水
の
水
質

は
、
い
つ
も
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
の
間
に
か
汚
染
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安

心
・
安
全
に
使
え
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
、
定
期
的
（
年
１
回

以
上
）
に
水
質
検
査
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

２
．
水
道
水
は
安
心
・
安
全
で
す
。

　

水
道
水
は
、
水
道
法
で
定
め
ら

れ
た
水
質
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、

安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
水
は
一
定
以
上
の

水
圧
を
保
っ
て
お
り
、
停
電
の
際

も
水
の
使
用
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
水
道
水
の
ご
利
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

※
水
道
課
℡
６
７
４
・
１
１
４
１

土
地
の
適
正
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で
す

　
空
き
地
や
隣
地
と
の
境
界
付
近

な
ど
の
管
理
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
の
責
任
で
す
。
空
き
地
が
適

正
に
管
理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
る
と
、

火
災
の
危
険
・
ご
み
の
不
法
投
棄
・

病
害
虫
等
の
発
生
・
景
観
の
悪
化

等
の
問
題
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

土
地
を
所
有
ま
た
は
管
理
さ
れ

て
い
る
方
は
、
雑
草
等
が
繁
っ
て

ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

土
地
の
適
正
な
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
福
祉
生
活
課　

環
境
対
策
係

℡
６
７
４
・
１
１
１
６

　

製
造
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
調

査
票
の
記
入
・
回
収
に
際
し
、
お

忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
財
政
課
℡
６
７
４
・
７
５
０
１

　

全
国
の
警
察
で
は
、
未
だ
逃
亡

中
の
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
指
名
手

配
犯
「
平
田
信
（
45
歳
）」「
高
橋

克
也
（
52
歳
）」「
菊
地
直
子
（
39

歳
）」
の
３
人
の
行
方
を
追
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
人
は
、
日
雇

い
労
働
や
宿
泊
施
設
付
き
の
事
業

所
等
に
入
り
込
み
、
身
を
潜
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
似
て
い
る
か
も
！
」
と
い
う

些
細
な
情
報
で
結
構
で
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、

石
井
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
石
井
警
察
署

℡
６
７
４
・
０
１
１
０

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
３

月
31
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を

さ
れ
ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加

算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
告
と
納
税
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

※
徳
島
税
務
署

℡
６
２
２
・
４
１
３
１

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
全
額
免
除
世
帯
」
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
そ
の
支
援
の
対

象
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
だ
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い

な
い
「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

お
済
み
で
す
か
？

消
費
税
の
確
定
申
告

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の

た
め
の
低
所
得
者
支
援
の
拡
大

安
心
、
安
全
な
水
道
水
の
利
用
を
！

空
き
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

石
井
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
個
人
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

石
井
町
指
定
ゴ
ミ
袋
の

形
状
が
新
し
く
な
り
ま
す

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
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○
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
農
業
向

け
制
度
資
金
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

・
設
備
資
金
や
長
期
運
転
資
金
等

に
利
用
で
き
る
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

・
無
利
子
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

農
業
改
良
資
金
な
ど

○
毎
月
第
１
・３
火
曜
日
に
県
吉

野
川
合
同
庁
舎
で
開
設
し
て
い
る

相
談
窓
口
の
開
設
時
間
が
４
月
１

日
よ
り
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
ご
来
所
の
際
は
必
ず

前
日
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
万
が
一
、

ご
連
絡
な
く
来
所
さ
れ
た
場
合
、

ご
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
ま

た
は
重
度
後
遺
障
が
い
者
に
な
ら

れ
た
場
合
に
、
交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金
貸
付
と
重
度
後
遺
障
が

い
者
へ
の
介
護
料
支
給
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
や
金
額
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故

対
策
機
構
徳
島
支
所

℡
６
３
１
・
７
７
９
９

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
融
資
額
】
学
生
・
生
徒
一
人
あ

た
り
３
０
０
万
円
以
内

【
利
率
】
年
2.75
％
（
母
子
家
庭
の

方
は
年
2.35
％
）

（
固
定
利
率
、
平
成
23
年
１
月
11
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】
15
年
以
内
（
交
通

遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方

に
つ
い
て
は
18
年
以
内
）

【
保
証
】
（
財
）
教
育
資
金
融
資

保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る

保
証
も
可
能
）

※「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
℡
０
５
７
０・０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は

℡
０
３・５
３
２
１・８
６
５
６

非
課
税
世
帯
の
措
置
を
受
け
て
い

る
世
帯
」
に
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）
を
無
償
で
給
付
（
配
送
）

し
ま
す
。

申
込
受
付　
７
月
24
日
ま
で（
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
総
務
省　

地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
・
０
２
３
７
２
４

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
支
援
の
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
・
０
３
３
８
４
０

○
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
融
資
の
相

談
は
公
庫
窓
口
等
で
受
付
ま
す
。

※
日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

農
林
水
産
事
業

℡
６
５
６
・
６
８
８
０

　

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的

に
下
回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、

そ
の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内
生

産
力
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
食

料
自
給
率
の
向
上
と
農
業
の
多
面

的
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

【
制
度
の
内
容
】

○
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

（
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・
な
た
ね
）

○
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

（
戦
略
作
物
助
成
・
二
毛
作
助
成
・

耕
畜
連
携
助
成
・
産
地
資
金
に
よ

る
地
域
振
興
作
物
へ
の
支
援
）

○
米
に
対
す
る
助
成
（
米
の
所
得

補
償
交
付
金
・
米
価
変
動
補
て
ん

交
付
金
）

○
加
算
措
置
（
品
質
加
算
、
規
模

拡
大
加
算
、
再
生
利
用
加
算
、
集

落
営
農
の
法
人
化
支
援
）

※
中
国
四
国
農
政
局
徳
島
農
政
事

務
所　

農
政
推
進
課

℡
６
２
２
・６
１
３
２

計
画
課　

℡
６
２
２
・６
１
３
３

　石井町では、遊休農地を活用し、住民に農作業の場を提供し、自然の良さと物作りを楽しみ、収穫の喜びを
体験していただきたく町民農園を開設します。
　利用条件および申し込みは、次のとおりです。
名　　称　石井町藤の里いきがい農園
場　　所　石井町藍畑字西覚円 1088 番地 13
区 画 数　18 区画
面　　積　1 区画 48 平方メートル
利 用 料　年額 3,000 円
利用条件　農地の権利を持たない方
利用期間　4 月 1 日〜翌年 3 月 31 日　
　　　　　ただし、利用期間の延長は最高 3 回までとし、
　　　　　最大 4 年間利用可能です。
申込方法　いきいき産経課備え付けの申込書に必要事項を
　　　　　記入・押印し、提出してください。
申込期間　3 月 7 日（月）～ 22 日（火）午前 8 時 30 分～午後 5 時　※土・日・祝日を除く
選考方法　 申込者数が利用区画数を超える場合は抽選で決定します。
申し込み先・問い合わせ先　　いきいき産経課　電話６７４－１１１８

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

ご
存
じ
で
す
か

４
月
か
ら
「
農
業
者
戸
別
所
得
補

償
制
度
」
が
本
格
実
施
さ
れ
ま
す

遊休農地を再生利用　石井町藤の里いきがい農園利用者募集

吉野川 六条大橋

●四国アセチレン

●一力

ヤマト運輸●

藍
畑
●

小
学
校

石
井
・
引
田
線

●
ダイヤモンド
リンクスゴルフ 石井町藤の里

いきがい農園
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平
成
22
年
12
月
１
日
付
で
、
民

生
・
児
童
委
員
55
名
が
国
・
県
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
３
年
間
の
任
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
安
心
・
安
全
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
石
井
町
」
を
目
指
し
、
関
係
機

関
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
子
育
て
、
教
育
の
悩
み
相
談

●
お
年
寄
り
の
生
活
相
談

●
病
気
、
療
養
等
の
相
談

●
家
庭
内
で
の
問
題
相
談

●
ご
近
所
、
知
り
合
い
等
の
問
題

相
談
な
ど

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に

お
近
く
の
民
生
・
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
等

に
は
守
秘
義
務
を
厳
守
し
ま
す
。

石
井
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

会　

長　

板
東　

聖
治

副
会
長　

石
井
地
区　

田
幡　

裕
機

浦
庄
地
区　

川
端　

辰
雄

高
原
地
区　

高
瀬　

善
繁

藍
畑
地
区　

増
井　

謙
雄

高
川
原
地
区　

市
川　

敏
夫

石　
井

尼
寺
・
内
谷　

北
原　

武
治

白　
　

鳥　

○
田
幡　

裕
機

利　
　

包　
　

笹
木　

美
芳

本　
　

条　
　

脇
谷　

史
江

山　
　

路　
　

遠
藤　

恒
範

大　
　

東　
　

仁
木
喜
久
美

井
ノ
元　
　

遠
藤　

頼
明

中　
　

村　
　

吉
田　
　

繁

渋　
　

市　
　

林　
　

芳
子

駅　
　

前　
　

武
市　

幹
夫

駅　
　

東　
　

鎌
田　

尚
之

北
石
井　
　

瀬
戸　

昌
子

中
央
団
地　
　

富
杉
惠
美
子

曽
我
団
地　
　

岸　
　

直
江

城
ノ
内
南　
　

松
本　

た
け

城
ノ
内
北　
　

田
中　
　

進

重　
　

松　
　

近
藤　

一
男

浦　
庄

諏
訪
東　
　

西
川　

貫
一

諏
訪
西　

○
川
端　

辰
雄

国　
　

実　
　

近
藤　

正
孝

大　
　

万　
　

眞
開　
　

昇

浦
庄
団
地　
　

中
川
美
智
子

上
浦
北　
　

北
島　

房
生

上
浦
南　
　

阿
部　

和
義

下
浦
西　
　

長
井　

量
子

下
浦
東　
　

岩
佐
千
代
子

高　
原

関　
　
　
　
　

田
村　
　

豊

平
島
西　
　

樋
口　

郁
江

平
島
東　
　

松
原　

敏
雄

西
高
原　

○
高
瀬　

善
繁

東
高
原　
　

上
田　
　

登

池　
　

北　
　

森　
　

和
文

桑　
　

島　
　

板
東　

清
一

中　
　

島　
　

宗
重　
　

力

藍　
畑

高
畑
西　
　

須
見　

久
代

西
覚
円　
　

伊
藤
ヒ
デ
コ

東
覚
円　
　

磯
川　

貞
雄

高
畑
東　

○
増
井　

謙
雄

中　
　

須　
　

横
野
は
つ
み

第　
　

十　
　

佐
野　

哲
也

竜
王
団
地　
　

吉
川　

喜
久

高
川
原

高
中
南　
　

一
宮　

揚
子

高
中
西　
　

小
池　

弘
造

高　
　

北　
　

田
村　

公
子

高
南
南　
　

吉
岡　

洋
子

高
南
北　

◎
板
東　

聖
治

加
茂
野　
　

三
木　

章
子

市　
　

楽　
　

久
米　

利
昭

桜　
　

間　

○
市
川　

敏
夫

南
島
西　
　

松
本　

正
雄

南
島
東　
　

民　

千
代
子

天　
　

神　
　

上
田　

陽
美

主
任
児
童
委
員

石　
　

井　
　
　

黒
津　

明
美

浦
庄
・
高
原　
　

坂
尾　

正
子

藍
畑
・
高
川
原　

笠
井　

直
美

◎
会
長　

○
副
会
長

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●対象となる事故　団体活動中の事故／往復中の事故
●保　険　期　間　平成 23 年 4 月 1 日午前０時より平成 24 年 3 月 31 日午後 12 時まで
●加入依頼書設置場所　石井町教育委員会社会教育課（℡ 674―7505）

※加入に関するお問い合わせ　㈶スポーツ安全協会徳島県支部　℡655ー 3660

石
井
町
民
生
・
児
童
委
員
名
簿

平成２３年度スポーツ安全保険
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【表①】PSA 検査の基準値
年　齢 PSA 値

64 歳以下 3.0 ng/ml 以上
65 ～ 69 歳 3.5 ng/ml 以上
70 歳以上 4.0 ng/ml 以上

（出典：「前立腺がん検診ガイドライン」）

　＜増え続けている前立腺がん＞
　日本の前立腺がん患者数は近年急増しており、平成 17 年度厚生労働省の調査では、
男性がんのなかですでに第 1 位となっており、その後も増加傾向です。特に 50 歳以
上の男性は要注意です。増加の要因としては、食生活の欧米化と高齢化、そして検査
精度の向上により正確な診断ができるようになったこと等が考えられています。

　石井町でも平成 21 年度より、集団検診として 40 歳以上の男性を対象に前立腺がん検診（PSA 検査）を実
施しています。平成 21 年度は、がんと診断された方（がん疑いを含む）が全体の 1.7％いました。
＜前立腺がんとはどんな病気？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【図①】前立腺の位置
　前立腺は男性だけが持つ臓器で、図①の位置にあります。精液の一部である
前立腺液を作り、精子の運動機能を助ける働きをしています。この前立腺にで
きるがんを前立腺がんといいますが、初期にはほとんどの方が無症状です。そ
のため、血尿やおしっこが出にくいなどの症状が出て気づいた時には、治療が
すぐに必要な段階になっていることや、時には無症状のまま転移（主な転移部
位は骨）することもあります。まずは、前立腺がん検診（PSA 検査）を年に一
回受けて、早期発見することが重要です。
＜ PSA 検査とは？＞
　PSA 検査とは前立腺がんを発見するための血液検査で、PSA という値が高いほど前立腺がんになっている
ことが疑われます。そのため、PSA が基準値（基準値については表①を参照）を超えた場合には、泌尿器専
門の医療機関で精密検査を受ける必要があります。
　PSA 検査は、血液検査のため非常に簡便で、早期のうちにがんを発見することができるため、万が一がん
が発見されても適切な治療を受けることができます。しかし一方で、がんでなくても PSA 値が高く出ること
もあり、継続した検診を受けて経過をみていく必要がある場合もあります。そのため、前立腺がん検診（PSA
検査）は、検査の受け方や内容等について十分に医師から説明を受けた上で、受診するようにしましょう。

＜平成 23 年度石井町前立腺がん検診について＞
　平成 23 年度より、石井町では町内協力医療機関において前立腺がん
検診（PSA 検査）を実施する予定です。実施時期等の詳細については、
対象者にお送りする個別通知（４月発送予定）をご覧ください。また、日
曜祝日当番医一覧表（４月１日発行予定）にも詳細を掲載する予定です。

お問い合わせ先　石井町保健センター　電話６７４－０００１

「平成 22 年度石井町健康マイレージ事業」の応募しめきりは、平成２３年 3 月 31日です！
　健康マイレージ事業は、町内在住の 40 歳以上の方を対象に、楽しく健康づくりをしてもらうため、各種
健康イベントへの参加等をポイント化し、景品と交換する事業です。役場や保健センター等で配布している
応募ハガキ兼ポイントカードに５ポイントを貯め、平成 23 年 3月 31日必着で保健センターまでご応募くだ
さい。健康グッズ等をプレゼントします（応募多数の場合は抽選）。たくさんのご応募をお待ちしています。

　妊娠していることが分かったら、保健センターへ妊娠届け出をしてください。母子の健康を守るために、
できるだけ早く（妊娠 11週までに）届け出るようにしましょう。
　【持参するもの】印鑑（認印）＊代理者（夫 ･親等）が届け出る場合は、印鑑（妊婦本人の認印）と代理
　　　　　　　　 者の身分証明ができるもの（運転免許証・健康保険証等）が必要です。
　また、妊娠中は妊婦さん自身の体や心のこと、赤ちゃんのこと、出産 ･育児のことなど不安や悩みがたく
さんあると思います。保健センターでは妊娠届出時に、妊婦さんの不安や悩みを少しでも解消するために、
保健師が相談に応じています。ご相談されたいことがある方は、ゆっくりお話を伺いたいので、事前に電話
連絡のうえ、お越しください。　　　　　　　　　　　 ※石井町保健センター　電話６７４－０００１

前立腺がんについて～PSA検査をご存知ですか？～

膀胱

直腸

尿道
精巣

精のう
前立腺

前立腺がん

妊娠が分かったら早めに妊娠届け出を！～妊娠中の相談にも応じます～
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保育所での食育教室

生活発表会（１月２７日・浦庄保育所）

繭
まゆがま

窯　佐
さ と う

藤光
み つ お

夫さん
の作品を展示

石井町消防出初式（１月９日）

石井町にも「伊達直人」「伊達政宗」現る !!

徳島駅伝（1 月 4 日～ 6 日） 農業フェア（12 月 12 日）

石井町盛りだくさんの日（1月28日）

発表会では、日頃の保育所生活の中から
子ども達が親しんでいる歌や合奏、オペ
レッタなどを元気いっぱい披露しました。

出初式では、永年消防活動などに功労の
あった団員 61 名の方々に表彰状や感謝
状が贈られました。

とくしま食育推進研究会の先生方が、飲み物の中に砂糖がどれぐらい入っているかを
クイズで紹介し、手コマ式ボードを使って食事バランスの大切さを分かりやすく教え
てくれました。また、５つの栄養がおぼえられる「ホネホネダンス」をみんなで踊り
ました。【写真は、平成 22 年 11 月 12 日高原保育所での様子】

陶 芸 家・ 佐 藤 光 夫 さ ん（ 城 ノ 内 ） の
「藍

あ い あ さ ぎ せ い じ つ ぼ
浅葱青瓷壷」や「藍

あ い あ さ ぎ せ い じ か び ん
浅葱青瓷花瓶」

の作品（計 4 点）を、役場庁舎内に展示
しています。
これらの作品は、徳島の特産である藍の
茎を灰にし、それを媒

ばいよう
溶原料とした釉

ゆうやく
薬

を使用しています。その繊細で美しい色
合いが特長です。

昨年末から全国に広がった「タイガーマスク
現象」。１月 12 日、石井町役場にも、男性が

「福祉の為に役立てて下さい　伊達直人」と書
かれ現金３万円が入った封筒を置いて無言の
まま立ち去られました。心温まる「善意の贈
り物」は、石井町社会福祉協議会が行う福祉
事業に活用することとなり、車イス１台を購
入しました。
また、1 月 31 日には、中学生の男子２名「伊
達政宗」さんより、貴重なお小遣いの中から
２千円のご寄附をいただきました。

本当にありがとうございました！

新春恒例の徳島駅伝では、力走する選手
に沿道から温かい声援が送られました。
名西郡チームは、昨年よりも順位を上げ
て総合 11 位でした。

石井町農業振興会が主催し、飯尾川公園
において、新鮮野菜などの出店や大声大
会などのイベントで賑わいました。

【写真は、遠藤達郎さんからの投稿】

食材の野菜が全て石井町産の給食を、高
原小学校３年生の児童が、町長や教育長
と一緒に楽しく食べました。

いしい
スナップ
石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

「伊達直人号」
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地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
紹
介
し
ま
す

車いす寄贈（２月 24 日）

ネットで申告！ｅ－Ｔａｘ 少年団体駅伝大会（２月５日）

石井町老連芸能大会（２月 18 日）

文化財防火訓練（1 月３０日）

「アルミ缶リサイクル活動」に取り組む
浦庄小学校からの車いすの寄贈は今年で
５回目となります。児童 167 名と地域
の協力者が約１年間かけて集めたアルミ
缶の量は約 400kg！その収益金で購入
した車いす１台が石井町社会福祉協議会
へ寄贈されました。

２月７日、確定申告期間を前に、税務署
職員の指導を受けながら、町長も e-Tax

（電子申告）を体験しました。

石井分館にて、石井町老人クラブ連合会
会員の約 60 名が出演し、カラオケやお
どりを披露しました。

男子の部 23 チーム、女子の部８チーム
が参加。優勝は、男子「石井サッカーＡ」、
女子「石井ボンバーズＡ」でした。

石井消防署や町消防団等が参加し、浄土
寺（城ノ内）から出火したという想定で
防火訓練が行われました。

外
と や ま

山良
よしはる

治さん文化庁長官表彰 おめでとうございます

　

将
来
を
担
う
子
や
孫
た
ち
の
た
め
に
も
、

私
た
ち
大
人
が
防
災
意
識
を
持
っ
て
、
地
域

防
災
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
こ
の
研
修
を
受
講
し
、

地
域
の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
ま
す
。

　

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が

災
害
で
す
。
大
切
な
の
は
、
防
災
意
識
と
日

頃
の
備
え
で
す
。
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

そ
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
地
域
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
島
県
が
実
施
し
て
い
る
地
域
防
災
推
進
員
養
成
研
修
は
、
地
域
防
災
力
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
む
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
を
修

了
さ
れ
た
方
は
、
行
政
と
協
働
し
て
「
地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
」

や
「
地
域
の
防
災
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
」
な
ど
「
地
域
防
災
力
向
上
」
の
人
材
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。　

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課 

防
災
担
当　
電
話
６
７
４・１
１
１
１

　
浦
庄
字
諏
訪
の
藍
商
カ
ネ
タ
の
五

代
目
当
主
で
あ
る
外
山
良
治
さ
ん
は
、

永
年
に
わ
た
り
、
阿
波
藍
の
製
造
に

携
わ
る
と
と
も
に
、
選
定
保
存
技

術
「
阿
波
藍
製
造
」
の
保
存
及
び
伝

承
者
の
養
成
に
尽
力
し
、
国
の
文
化

財
保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お

り
、
平
成
22
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰

を
受
賞
。
外
山
さ
ん
は
、「
こ
れ
か

ら
も
伝
統
の
阿
波
藍
を
守
っ
て
い
く

と
い
う
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
藍
の
栽
培
農
家
は
高
齢
化
が

進
み
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題

で
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

〈平成20年度修了者〉
平島地区

自主防災会会長
日野　正博さん

〈平成22年度修了者〉
新進会自治会
自主防災会会長
福山　訓さん

〈平成 22 年 12 月 20 日、文化庁にて表彰式〉
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笠井綾乃さん（関）

池田望津樹さん（池北）

佐藤穂果さん（上浦）

臼井真生さん（西高原）

犬伏蘭さん（第十）

2
月
14
日
、
一
面
の
雪
景
色

写
真
は
、
遠
藤
達
郎
さ
ん

（
城
ノ
内
）
撮
影

Ｑ．今春から小学校に入学する子どもの親です。
　　学校の行き帰りに不審者や誘拐などの事件に巻き込まれないか心配です。
Ａ．石井町内においても、子どもや女性に対する不審な「声かけ」や「つきまとい」等の事例が発生し

ています。そこで、石井町青少年補導センターにおける不審者情報への取り組みや徳島県警の「安
心メール」自動登録サイトについてご紹介します。

※「安心メール」に関するお問い合わせ先：徳島県警察本部　生活安全企画課　電話６２２－３１０１
※不審者情報の通報先（緊急時は１１０番）：石井警察署　刑事生活安全課　電話６７４－０１１０

読者からのお便り紹介

●石井町青少年補導センターでは、子どもたちを不審者から
守るため、センターによせられた不審者情報について、町内
各保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校にＦＡＸで配
信しています。また、不審者情報に対応したパトロールを実
施し、子どもたちの安心・安全な生活の確保を目指して、警
察はじめ学校や各種団体・関係機関と連携し、地域ぐるみの
見守りにより被害の未然防止に努めています。
※石井町青少年補導センター　電話６７４－７４７４
●徳島県警「安心メール」自動登録サイト
　徳島県警察本部では、地域の安全を確保するため、みなさ
んから寄せられた不審者情報などを「安心メール」として携
帯電話に配信しています。メール配信を希望される方は、右
記の専用アドレスまたは QR コードからアクセスし、受信を
希望する警察署の選択やメールアドレスなどの入力をして送
信してください。送信後、入力されたメールアドレスに登録
完了メールが自動配信されます。
◎登録は無料ですが、受信するには受信者側でのパケット通
信料に相当する費用（1 件当たり１円～８円程度）が発生します。

親子で覚えよう !!「いかのおすし」
いか・・知らない人についていかない
の・・・知らない人の車にのらない
お・・・おおきな声でさけぶ
す・・・すぐ逃げる
し・・・しらせる

「安心メール」
の登録方法

専用アドレスからアクセス

http://www.ansin-mail.net
または

QR コードからアクセス

みんなの
ページだよ！

ふれ
あい広場イ

ラ
ス
ト
紹
介
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○に入る言葉や数字は何でしょう。

【問１】石井町イメージキャラクターのデザインは、○○の妖
ようせい

精です。

【問２】石井町事務事業仕分けの結果は、町改善が○事業でした。

1 月号の答え「①９②石井」1 月号の当選者は次のとおり《敬称略》です、おめでとうございます。
寒川明奈（石井）、酒井柊弥（石井）、岡崎いずみ（白鳥）、井上かおり（下浦）、石川加容子（第十）
1 月号の応募総数は 94 通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

　　※　記入例
【問１】	 ○○
【問２】	 ○事業
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）など

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により 4 月 15 日（金曜日）役場必着でご応募くだ
さい。抽選で 5 名の方に 1,000 円の図書カードを進呈します。
　また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。
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〒 779-3295
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募　
方　
法

図書カードを当てよう！広報クイズ
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担　当　地　区 担当地域包括支援センター

石井地区（重松を除く）
高川原地区

石井東部地域包括支援センター
石井町石井字城ノ内563番地　 電話６７４－７２６５

石井（重松）地区
浦庄地区
高原地区
藍畑地区

石井西部地域包括支援センター
石井町浦庄字上浦157番地11　電話６７５－３７２２

あなたの「できる」を増やすためのお手伝いをします

「できないことを補うサービス」から「できることを引き出すサービス」へ

地域包括支援センター

こんな時どうしたらいいの？

介護予防ケアマネジメント
要支援１・要支援２と判定された方に適切
に介護予防サービスが利用できるよう支援
します。また、生活機能低下を早期に見つ
けて予防・改善していけるよう助言と支援
をしています。

高齢者の権利を守る
高齢者の虐待防止など
の対応や人権・財産を守
るために必要な援助を
行います。

総合相談支援
介護保険のほかにも、高齢者の
生活全般にわたって幅広く相談
を受け、必要なサービスや機関
を紹介します。

ケアマネジメント支援
より良いケアサービスが提供
されるように地域のケアマネー
ジャーへの支援や医療機関等と
の調整を行います。

地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住みなれた地域で
安心した生活を続けられるように支援を行う総合機関です。

買い物に
行けない…介護保険って何？

家事をする
のがつらい
んだけど…

お金や財産の管理
ができなくなった
らどうしよう？

自分の家でずっと
安心して生活した
いんだけど…

話し相手が
いないので
さみしい…

まずは、地域包括支援センターに
お問い合わせください。

目的に合った機関につなげていきます。

発行／石井町　編集／秘書企画室　印刷／遠藤印刷株式会社


